
昭和 32年 10月（1957）〕 449' 

肺吸虫症の皮内反応に関す る研究 （III)

人体における Prausnitz-Kiistner反際の実験
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まえがき

Prausnitz及び Kiistner(1921）は， アレルギー状態

にある人の血清中には健康人の皮膚に対して，局所的に

迦敏状態にさせる因子（SkinsensitizingAntibody）が

あることを初めて朗らかにした。即ちアレルギー状態に

ある人の血清の少量を健康人の皮内に注射し， 24時間後

にその同一局所に抗原に該当するものを皮内注射すると

百ちに注射部位の腫脹及び発赤がみられることを報告し

ている。その後多くの学者により種々の疾患に対して木

反出か追試されると共に種々の興味ある事実が明らかに

された。例えば， Coca及び Grove(1925）等は枯草熱，

或いは時息患者の血清中にある SkinsensitizingAnti-

bodyは，健康人の反内に移されてからその局所に4週

間以上存するが，これらの抗体は熱に対しては不安定

で， 56c 30分の加熱で破壊されること等を明らかにし

た。 Lavine(1926), Kuhn及び Pappenheimer(1952) 

等は Skin-sensitizingAntibodyの Prausnitz-Kiistner

の方法による Titrationの方法や，木抗体と抗原との中

和現象等についても明かにした。

著者等は肺庇虫症患者の皮内に肺既虫々体抽出液を少

五：注射した場合は，その注射部位に出来た膨疹は注射直

後から腫脹し始め7～15分以内には極大に達するが，

2～3時間後には消失し， 24時間後には何等の痕跡も認

めないことから，本氏内反応はアレノレギー反応に属する

ものと考え，抗原及び抗体につき種々の角度から検討を
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木本研究は国立公衆衛生院勤務中に行った実験であ

る。

加えて来たが，本実験では肺既虫症患者の血泊中に存す

ると考えられる Skin-sensitizingAntibody に関し，

Praustnitz-Kiistner反応を人体に応用して， 2～3の興

味ある知見を得たので報告する。

実験材料

V. B. S.抗原：

実験的に肺吸虫を感染させた犬或いは猫の肺臓からと

り出した虫体を凍結乾燥し，エーテノレ溶性物質を除いた

後，ヴエロナーノレ経街生理食塩水の抽出液を抗原として

問し、た。濃度は虫体の乾燥電量に対して， 1: 10.000の

割に稀釈した。 v.B. s.抗原の作製法の詳細は前川等i

(1955）により既に報告してある。

血清：

患者血清：静岡県及び新潟県の肺殴虫症流行地で v.

B. S.抗原を日jし、て，集団的に反内反応を実施し，陽性

反応を呈したものでしかも略疾或いは，糞便rf1に肺吸虫

卵を証明した者の血、清を問いた。すべての実験に同じ血

浩を問いるため， 10名の患者の血清をよく混合して冷

凍しておいた。

正常血清：研究室の職員で， 肺吸虫反内反応陰性者

3名の血清を混合し，冷凍しておいた。

被験者：

健康者で肺殴虫の皮内反応陰性の者，即ち著者等及び

学生諸君に実施した。

患者：

肺吸虫卵を塔疾或は糞便内に証明し，反内反応陽性を

示した者をHJし、た。

実験方法

肺吸虫の反内反応

術式： 前陣屈側部にγベノレグリン用注射器で， v. 
B. S.抗原0.01ccを皮内注射し，注射直後の膨疹の杭「
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Fig. 1 Experiment I 0 10 20 列 111m.

Passive transfer (P-K) experiments in human skins by 
dilution methods of paragonimiasis patient’s serum. 

* Veronal bu宜eredsaline extract (V.B.S. Antigen) 
of adults of Pαragonimus westeγmα：ni. 

牢＊ 0. 01 cc of antigen injected repeatedly at the pe-
riods of 24 hours 48 hours and 72 hours in the 
same skin sites which sensitized with the dilu-
tions of the serum. 

ー－ Size of wheal 15 minutes after injection of an・
tigen. 

Size of wheal immediately after injection of an-
ti gen. 

〔寄生虫学雑誌・第 6巻・第 5号

は，判定の規準には}i]＼，、ない。

Prausni tz-Kiistner反応

術式 ：被験者の前時屈側部に患者血

清を 0.1cc正確に氏内注射してから，

24乃至48時間後に同局所に V.B. S. 

抗原を 0.01cc皮内注射し，反内反応の

場合と同じく直後及び 15分後の膨疹の

径を測定し，その腫脹の形をも記録して

おいた。

血清はすべて凍結保存してあったのを

室温で、除々 ．に融解した後使JiJした。ヨF動
化する場合はこれを 56JC の恒温水糟に

30分浸漬した。対照としては常に正常血

清を}ij＼，、て反応の有無を観察した。

実験成績

(1）抗原及び抗体の定量

a) 血清稀釈法（抗体稀釈法）

患者血清を生理食塩水にて 2倍， 6 

倍， 12倍及び 24倍に稀釈し， その各々

を0.1cc宛 4名の健康人の前蹄屈側部

の民内に注射してから 24時間， 48時間

及び 72時間後の 3聞に亘って， 同局所

に v.B. s.抗原を反復皮内注射して，

その反応の出現状況を観察したのがFig.

1の成績である。 Fig.1の点線は抗原注

射直後の膨疹の大きさを示し，央線は 15

分後の膨~の形をそのまま示している。

（ー）は抗原注射後15分後には何等の反

応も認められなかった場合を示してい

る。 この笑l験によると 4例とも， 24時

間後の初回の抗原注射によって，抗原注

射局所の腫脹及び発赤が認められたが，

24倍稀釈の血清ではその腫脹の程度が

弱かった。 48時間後即ち第2回目の抗

原注射に対しては2倍及び6倍稀釈血、清
径及び縦径を測定し， （通常3111.rn.～4mmの径の膨疹 では向かなり強い反応を示しているものが多いが， 12倍

が生じる）15分後に再び腫脹した膨疹の縦横径を測定 及び24倍稀釈血清では， も早殆ど反応を現わさなかっ

する。 た。更に 72時間後即ち第3回目の抗原注射に対しては，

判定規準：注射直後の縦横径の平均を 15分後の径の 12倍及び24倍稀釈血清は勿論2倍及び6倍稀釈血、請で

平均から差Bj＼，、たもの（腫脹差）が5mm以上ある場合を も殆んど反応を示さなかった。以上の事実から一定量の

陽性， 4mmを凝陽性， 3mm以下を陰性とする。向膨 抗原に対しては，一定量の抗体が結合して，その結果ー

疹の腫脹と共に発赤を伴うが，発赤の有無及び大きさ 定の反応を現わすが，この際反応に関与しなかった余剰
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の抗体は次に注射された抗原と結合する

ことが明らかにされた。

b) 抗原及び抗体（血清）稀釈法

本実験では抗体及び抗原の両者の量を

変えて種々の組合せの場合の反応の出現

状況を観察した。その成績は Fig.2に

示す通りである。

即ち 6倍， 12倍，24倍，48倍及び76

倍の 5種稀釈血清の各々に対し1万倍，

5万倍， 10万倍及び20万倍に稀釈した

抗原を注射してその反応をみた。 1人の

人について，この組合せの全部を実施す

るのは困難で、あったので，5名の被験者

の各々にはそれぞれ一定稀釈の血清を用

いて，これに対する各種稀釈抗原の反応

を観察した。その結果6情， 12倍，24

倍及び 48倍稀釈血清では1万倍及び5

万倍の同種稀釈抗原により略ぼ同程度の

反応を示しているが，96倍稀釈血清で

は前者の反応に比べて弱かった。亦10

万倍稀釈抗原に対しては， 6倍の稀釈血

清でも殆ど反応を示さなかった。所が

24時間後にすべての稀釈血、滑に対して

1万倍の抗原を注射した場合は， 最初 10

万倍及び20万倍の抗原に対して反応し

なかった局所に強い反応がみられた。こ

のことからも一定の皮膚反応をあらわす

には抗原と抗体との問に一定の量的関係

があることが分かる。即ち，抗原価1:

10.000乃至1:50.000と抗体価 1:6乃

至1:48の範囲では何れの組合せでも肉

眼的に附ぼ一定の大きさの反応があらわ

れるが，抗原或いは抗体の何れかどこれ

以下の場合肉眼的には反応が充分に認め

られない事を示している。

(2）抗体の耐熱性
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Dilutions of Antigen 

I' * First challenge with ×10.000 ×50.000 ×100.000 ×200.000 
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Fig. 2 Experiment II 

Passive transfer (P-K) experiments in human skins 

by combined dilution methods of serum and antigen. 

＊ 一一， Injectedwith. each dilutions of antigen 24 

hours after sensitization. 

牢＊一一 Injectedwith 1 : 10. 000 dilution of antigen 

48 hours after sensitization in all the same 

skin sites. 

即時性皮内反応を Raffel(1452) , Dubos (1952）等は の結果は Fig.3に示しである如く非動化したものは何

Arthus型と Evanescent型 f専用：疹様皮膚反応）に分 等の反応も示さないのに比べて，新鮮血清では強い反応

類し， 両者の重要な相違の 1つは前者の抗体は耐熱性で を示しているO このことから Ra任el及び Dubosの分類

あるが，後者のそれは 56c 30分の加熱で破壊される に従えば，肺庇虫 の反内反応は EvanescentType （等

主云っている。そこで6倍稀釈血清の非動化したものと 麻疹皮膚反応）に属すると考えられる。

しないものとの両者を 5人の健康人の皮肉に注射して， (3）中和実験

24時間後に抗原を注射した場合の反応を観察した。そ Coca及び Grove(1925）等は血清と抗原を z'nvitro 
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〔寄生虫学雑誌、 ・第 6巻 ・第 5号

で混和したものを健康人の皮内に注射し

た場合直ちに 反応を示すが， 24時間後

に抗原を同局所に注射しでも，も早反応、

は起らないことを報告しているし，最近

Kuhn (1955）等も同様の現象を報告して

Size of whml following challenge at 2~ hours with 
1・10.00Qdi ution of antigen 

No. 11 I No. 12 I No. 13 
Male I Female I '.¥iale 

Age・32 I Age : 32 I Age : 28 
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いる。

そこで本実験では患者の稀釈血清と抗

原（ 1万倍抗原）とを 1cc宛小試験管に

入れてよく混和した後，30°C に4時間

以上放置した後この 0.1cc宛を2人の

健康人の皮内に注射し， 直後及び15分

後の反応を観察すると共に更に 24時間

後に同局所に 1万倍抗原を注射して※
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Fig. 3 Experiment III 

Passive transfer (P・K)exper・

iments in human skins. 

(Effect of heating at 56°C for 

30 minutes.) 
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※反応の出現状況を観察した。その結

果は Fig.4に示す如くである。即ち血

清と抗原の混合液を注射した場合15分

後には何れも略ぼ同じ程度のかなり著明

な反応を示している。然しこれは正常血

清と抗原の混合液でも同じ程度の反応を

示しているので， Coca及びGroveの云

う如く混合液注射直後の特異的反応とは

考えられなし、。然じ 24時間後に再び同

局所に抗原を注射しでも殆んど反応を示

さなかった。即ち抗原と抗体の中和の結

果と考えられるが，この中和現象が既に

in vitroで起ったのか，或し、はこの混合液

が体内に入って組織内で中和されたのか

Fig. 4 Experiment IV. 

Passive transfer (P-K) exper-

iments in human skins. 

Neutralization of skinsensitiza-

tion antibody J;>y antigen.牢
0 10 20 30 mm. 

＊ 一一一一Skinsites were injected with mixture of antigen (X 10. 000) and patient’s serum 
as indicated. Skin reactions were recorded immediatly and 15 minutes later. 
24 hours later the same sites were injected with 0. 01 cc of antigen (X 10. 000) No 
reaction was appeared. 

Equal amount of dilutions of serum and antigen was mixed. 
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肺成虫症患者の血清中の抗体が，健康人の

皮膚局所に移された場合，当該抗原により抗

体が消費されてしまえば，更にその部に抗原

を注射しても，も早反応はあらわれないこと

が上述の実験により明らかになった。然し常

に血液中に抗体を有すると考えられる忠者の

同一局所の反内に抗原を反復注射した場合

については未だ明らかでないので実験してみ

た。即ち略夜中に多数の肺殴虫卵を証明して

いる 2名の肺吸虫症患者の阿側の前蹄屈側部

の同一局所の皮内に V.B. S.抗原を 0.01cc 

宛 24時間毎に4回反復注射した結果につい

てその成績を示したのが Fig.6であるロこれによると，

初回， 24時間後， 48時間後及び 72時間後と 4回の艮内

注射では，何れも陽性反応を呈した。然し，第1例の左

側前時部では72時間後の第4回目の抗原注射では給三

反応が小さくなっており右側では48時間後及び72時間

後の第3回目及び第4回目の反応は初回の反応より梢主

弱し、反応を呈している。第2例では左右両側とも 72時

間後の第4岡目の反応でも殆んど初回の反応と著しい差

は認められなかった。従って患者の場合は，多少の｛問人

差或いは部位的の差はあるにしても，皮膚局所の抗体は

恐らくは血巾の抗体によって絶えず補給されているもの

と想像される。

(51肺吸虫抗原に対し過敏状態にある人に抗原を反復

注射した場合の実験

本例は以上の実験中に偶然に発見された例で、その本態

昭和 32年 10月 (1957）〕

は明らかでないので次の実験を行った。 （向

抗原と抗体を種々の割合に混合した何れの場

合にも沈降物の形成は認められなかった）。

即ち上述の混合液と，抗原のみの両者を肺

吸虫症患者に反内注射して，その反応の出現

状況を比較してみた。その結果は Fig.5の

如く，混合液の注射によっても，抗原のみの

場合と同じ様に注射部の腫脹がみられたc 従

って著者等の場合は血、清と抗原とを混合した

場合，抗体は試験管内では中和されておら

ず，抗原がそのま斗残っていたと考えられ

る。この場合混合液が反内に注射された後組

織内で抗体と抗原の中和現象がおこったと考

えるのが至当であろう。

(4）肺殴虫症患者の同一局所の反内に抗原

を反復注射した場合の実験
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 Immediate reaction to mixture with antigen and 

patient’s serum in paragonimiasis patient's skins. 

については未だ明らかでないが，興味あると思われる例

なので報告する。即ち木例は著者等の研究室で，数年来

肺吸虫の研究に従事して居り，特に肺~虫抗原作製の任

に当っていた。筆者等はこの数年来常に年間2～3回は

V. B. S.抗原を民内注射してその反応の有無を調べて

来たが，本年末迄は陽性を呈した者は 1人もなかった。

所が今年始め（1956年 2月）に皮内反応を行った所， 1 

人だけ強い陽性反応を呈しているのに気がついたので縫

いて，約2週間の間隔をおいて反復皮内反応を実施して

みたが，矢張り常に陽性反応を呈した。然し本人は何等

肺吸虫症の自覚症状はなく，叉虫卵も塔疾及び糞似より

は見出きれないし， X線所見によっても，胸部に病変は

みられなかった。従って本例では肺！！＆.虫症に感染する機

会立仕事の性質からは絶無とは云えないが，感染してい

ると云う確実な証拠はなかった。たど抗原を作製するイと

( 61 ) 
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事に長期間従事していた為に抗原により，感

作されたので、はなし、かと想像されるが，これ

とて確実な根拠がある訳ではなし、。然し兎に

角突然肺殴虫症の反内反応が陽転したことは

甚だ興味のある問題と思われる。

Period a~~e~nj自e;；~o[;i~~i;i~nantigen No. l~~~~＊~~~~ 33 i N~；：i；~~i~~s 21 ¥ 

なお，本例の血、清について，肺吸虫症の補

体結合反応を数回反復して行ったが常に陰性

を示したことからも，肺既虫症に感染してい

るとは考えられない。

Fig. 7に示す如く本例の左右阿側の前蹄屈

側部の同一局所の反内に抗原を 0.01cc宛，

24時間毎に反復注射した所，第1回の抗原

註射では，何れも陽性反応を呈したが， 24時

府後及び 48時間後に抗原を注射しても何※

Fig. 6 Experiment VI. 

Immediate reaction to antigen 
injected repeatedly at the same 
skin site of the subjects with 

First injection 

Control saline 

Second injection 24 hours 

I Forth Inj… 川町

Control saline 

Left s出 RightS凶 Lefts耐 IRight side 。。ο 。
(-) ［ー）

～’ ・、，． 、、」J 、。() 。Q 。olc 。
。。lo Q 

， 

paragonimiasis. 1 1 1 1 

0 10 20 30mm. 
＊…－－－ Antigen were injected every 24 hours at the same skin site. 1 : 10. 000 dilution of antigen 

was used. 

Male 対

Period a~ie~n1e;;:o~i~~~nantigen 
Age: 32 

Iπunediate reaction 11I.1ed~l.~t／~~J!i〕on I 〔Rightside) 

I.~~~： （× 10.000) 。θ on 16th, 
March 1956 

、，

※等の反応も示さなかった。そこで更に8

日間おいて，抗原を同一局所に注射した所再

び陽性反応を呈した。即ち本実験では先の患

者について反復反内反応を行った成績と著し

く異っているが，その理由については未だ明

らかでなし、。只 Freund等（1930）は組織中の

抗体は臓器の血液に由来するものでなく恐ら

く血管外の部分から来るものであろうと述べ

ているが，本例の如く，肺庇虫症に感染して

いるのではなく，何等かの原因で，感作さ

れた状態にある場合は non-Precipitating

Antibodyは血中には少く，他の部分から由

来するのかも知れない。

一一一一ー一一一「

Fig. 7 Experiment VII. 
Immediate reaction to antigens 
injected repeatedly in the same 
site of sensitive human skin.本

II. ~：~~:2 （× 10.000) 
24 hours 

after the自rstinjection 

III. ~~~：； ~8×~~！~O) 
after the日rstinjection 

IV. ~；！~~ ~ ~；o.o~ter 
tne st injecii~n 

ーー・、，，・－ ぐごこ

＼・）旬、・
今）J 

φ Q;; 。
0 1a ?O 3D 111m. 

本一一一一 Thisindividual has been working on preparing the antigen of Paragonimus for 
about 5 years. Immediate skin reaction became positive on 2nd Feb. 1956. 
Egg of Paragonimus; negative in sputum and stools. 
C.F.-Test for paragonimiasis: negative. X-Ray五ndingsof the lungs.: negative. 

＊軍 一一ー Antigeninjected another skin site. 
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考察

肺吸虫症患者にみられる皮府反応は，極く微量の当該

抗原即ち肺殴虫成虫より作製した 1万倍抗原の 0.01乃

至 0.02ccを皮内に注射するとその部に数分乃至10数

分以内に限局性の浮腫がおこるが2乃至3時間経過する

とその腫脹は消失し 24時間後にも何等のこんせきを残

さないことは既に朗らかにされた所で、ある。然しか斗る

一過性の反応に対しても，これ迄は Arthus型の反応と

考える者が多L、。然し著者等は本反応を種々の角度から

検討した結果， Dubas(1952) , Ra旺el(1953）等の分類

に従って，等麻疹様皮膚反応（Evanescentcutaneous 

Reaction）に属すべきもので， Arthus反応とは異るもの

とするのが妥当と考える。即ち ArthusTypeと Ev-

anescent Typeの類似点としては Passive-transfer 

が可能であること，及び除感作が容易であること等が挙

げられている。然し両者の相違点としては Evanescent

Typeの方は ArthusTypeのものに比べて抗原の量は

より少量で，反応の発現の速度がより早く数分内に発現

し，消失もより早く然も局所の組織障碍を来さないこと

などが挙げられている。叉 EvanescentTypeに関与す

る抗体は， heat-labileで，血中の沈降素含有量と関係

がないこと，及び placentaを通さないと云われてい

る。更に叉その発現機構に関しては EvanescentType 

では抗原と抗体が組織を介して反応してそこにヒスタミ

ン様物質が生成された結果おこるもので，抗原と抗体が

直接結びついて、沈降物の如きものは形成されないと云わ

れているが，この機序に関しては未だ明らかにされてい

ない。

Coca及び Grove(1952）及びその他は， か斗る抗体

は試験管内並に組織内で抗原を中和するが，沈降反応も

補体結合反応も証明されなし、。叉この反応はすべてのア

レルギー疾患において陽性な訳ではないと云っている。

著者等の実験では， 肺庇虫症患者の血清中には Pr-

ausnitz-Kiistner反応によって殆ど 100%にか与る抗体

を証明することが出来， 叉かふる抗体は 56°C30分の

加熱ではその性質を失うことも証明し得た。更に試験管

内では中和の現象は認められなかったが，抗原と血清と

の混合液を皮内に注射した場合組織内で、中和がおこるこ

とを証明出来た。然し抗原と血、清とを如何なる割合に混

じても沈降物の形成は認められなかった。以上の事実か

らも本反応が Arthus型の反応と異ることは明らかにさ

れたと思われる。然し，横川及び粟野等（1955）により明
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らかにされた如く肺既虫症患者の血清中にはか斗る抗体

の他に，補体結合反応の抗体があることも証明された

が，反内反応の抗体及び沈降反応及び補体結合反応の抗

体の関係については叉改めて別に報告する考えである。

向他のアレノレギー性疾患と比較して肺吸虫患者の血清

には殆んど 100%にか斗る non-PrecipitatingAntibody 

が強く証明されることは，特に興味ある点と思われる。

今後向木抗体の本態に関し，更には他の血病学的反応に

おける抗体との関係を追求したし、と考えている。

結論

肺既虫症患者の血清を刊し、て健康人に Prusnitz-Kii・

stnerの実験を行った結果次の事が明らかとなった。

1) 肺吸虫症患者の血清中の抗体は健康人の皮膚に

Passive圃transferが可能である。

2) 健康人の反内に2倍， 6倍， 12倍及び24倍の各

種稀釈濃度の患者血清を注射した後24時間後に同局所

に0.01ccの1万倍肺既虫抗原を皮内注射すると， 12

倍稀釈血、清迄は略ぼ同程度の腫脹及び発赤があらわれた

が， 24倍稀釈血清で感作した局所では，檎E腫脹が小

さかった。更に 48時間後及び 72時間後に同一局所に 1

万倍抗原を反復注射した場合には次第に反応が弱くなり

消失していくことが明らかにされた。叉抗原及び抗体の

両者の稀釈法を用いて同様な実験をした結果，本即時反

応には抗原と抗体との聞に一定の量的結合関係があり余

剰抗体は更に新しく注入された抗原と結合することが明

らかにされた。

3) 本抗体は 56°C30分で破壊される。

4) 抗原と抗体とを試験管内で混合した場合沈降物の

形成はみられないが，この混合液を健康人の反内に移植

した後に中和現象のおこることが明かにされた。このこ

とは，混合液を健康人の皮内に移植した後， 24時間後同

局所に抗原を注射しても反応はおこらないが，肺~虫症

患者の反内に同混合液を注射した場合は即時性皮膚反応

があらわれることから明らかである。

5) 患者の同一局所の反内に抗原を反復注射した実験

では常に同程度の陽性反応を呈することが明らかとなっ

。
た

6) 然し木皮内反応に対して過敏状態にあると思われ

る1例に反復皮内反応を行ったととろ，最初の皮内反応

では強陽性を呈したが，次の抗原注射では陰性で， 8日

後に叉再び陽性反応のあらわれることを知った。

以上の諸事実から，著者等は肺既虫症の皮内反応は即
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時↑生反応の中 Dubos等の分類法に従って Evanescent

Typeに属すべきものと考える。
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Summary 

The authors reported in the previous paper 

that the antibodies in the serum of paragoni-

miasis patients were always demonstrated by 

passive transfer (P-K Reaction) in normal human 

skins. 

The present paper describes in some detail 

the characteristics of skinsensitizing antibody in 

the serum of the subjects with paragonimiasis 

by passive-transfer (P-K) experiments in normal 

human skins. 

1) In experiment I, 0.1 cc of dilutionsJ ×2, 

×6，×12, and ×24 of the serum of the subjects 

with paragonimiasis was injected into a series of 

skin site of four nσnnal individuals. 

The smallest quantity of skin-sensitizing anti-
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body in the serum required to sensitize atlocal 

skin in the normal individuals was determined 

by challenging the sites 24 hours, 48 hours, and 

72 hours later repeatedly with 0.01 cc of 1: 10.000 

dilution of the antigen. The results are shown 

in Fig. 1. 

2) In experiment II, both the serum dilution 

method and the antigen dilution method were 

used. 0.1 cc of the dilutions－（× 6，×12，×24, 

×48 and ×96) of the donor’s serum was injected 

respectively into the skin sites of five normal 

individuals. 

0.01 cc of the dilutions, (1 : 10,000, 1 : 50,000, 

1: 10.000 and 1: 200.000) of antigen was injected 

24 hours later in the eacq sites of the each 

.individuals. 0.01 cc of 1 : 10.000 dilution of an-

tigen was injected 24 hours after first challenge 

with the dilutions of the antigen into all the sa-

me skin sites of the individuals. The results 

were shown in Fig. 2. 

3) In experiment III, the patients serum 

heated at 56°C for 30 minutes was used for sen-

sitization. It can be seen in Fig. 3 that exposure 

of the serum to 56° for 30 minutes results in a 

loss of its capacity to sensitize the skin of 5 

normal individuals to subsequent challenge with 

0.01 cc of 1 : 10.000 dilution of antigen. 

4) In experiment IV, the neutralization tech-

nic was used. The chosen dilutions of the serum 

（× 6，× 12，×24，×48 and ×96) were mixed 

with equal volumes of 1: 10.000 dilution of anti-

gen. 0.1 cc of the mixture was injected into each 

skin site of two normal individuals. Wheal reac-

tion were measured immediately and 15 minutes 

after injection. 

24 hours later the same sites were challenged 

with O.Olcc of 1: 10.000 dilution of antigen. No 

reaction was appeared at those sites prepared 

with the mixture as shown in Fig. 4. 

5) In experiment V, 0.1 cc of the mixture, 

prepared in experiment IV, was injected into 

each skin site of two patients with paragonim-

iasis. Immediate reaction was seen by injection 

of mixture but no reaction was seen with injec-

tion of saline as control. This is shown in Fig. 5 

6) In experiment VI, 0.01 cc of 1: 10.000 

dilution of antigen was injected repeatedly in to 

the same skin site of the two patients with 

paragonmiasis, after the intervals of 24 hours, 48 

hours and 72 hours. Immediate reactions were 

seen at the same skin site even when the fourth 

injection of antigen was made as shown in Fig. 6. 
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7) In experiment VII, 0.01 cc of 1 : 10.000 

・dilution of antigen injected repeatedly into the 

same skin site of the both side of fore arms of 

the sensitive individual after the intervals of 24 

hours, 48 hours and 8 days. Immediate skin 
reaction appeared at the first injection with anti-

gen but no reaction appeared at second and third 

injection with antigen. Immediate wheal reac・
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tion was seen again at the same skin site when 
the antigen was injected at the interval of 8 days 

after last injection as shown in Fig. 7. 

The antigen (Veronal Buffered Salin Extact) 

used in this experimenお wasprepared by the 

method of Cha百eeet al. (1954) from adults of 

Paragonimus westermani which were removed from 

the Jung of the experimentally infected dogs. 
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